
   2050年高砂市ゼロカーボンシティ宣言 

 

近年、世界各地で記録的な高温、大雨、大規模な干ばつ等の異常気象が増加

しており、日本でも、過去に経験したことのないような集中豪雨や大型台風、猛

暑などが毎年のように発生し、高砂市においてもその影響を受けています。  

気候変動に向けた国際的な枠組みを定めたパリ協定は、「世界の平均気温の

上昇を産業革命前に比べて2℃より十分低く保つとともに、1.5℃に抑える努力

を追求すること」を目標としています。この目標を達成するためには、2050年

までに主な温室効果ガスである二酸化炭素排出量を実質ゼロにする必要があ

ります。 

私たちは、この世界の危機的状況を認識し、未来のため、地球温暖化を緊急

課題として位置付け、その対策に積極的に取り組まなければなりません。 

本市は、自然と人の営みが調和しつつ発展を遂げてきた工業都市であるため、

エネルギー転換・産業部門における二酸化炭素排出量の割合が全国平均の2

倍近い約80％を占めているのが特徴で、課題でもあります。 

本市が今後、環境と経済の好循環を生み出し、持続可能な社会を実現してい

くためには、行政と事業者がより緊密に連携し、市民とともに二酸化炭素排出量

の削減に取り組むことが不可欠です。 

 本市は、ここに、2050年までに二酸化炭素排出量を実質ゼロにする「ゼロ

カーボンシティ」を宣言し、地域全体で脱炭素社会の実現を目指します。 
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